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憶
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の
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瀬
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ダ
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.
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夜空を彩る朱雀門
tlLILt■■T■■nAL.こl

/fJt･Ll､仝ltEiJLl己汝iL元さ1

■∩一.

+t7ll.9･m L=暮らJlた仰l
･芸 ならまつD'90

夜空を彩る朱雀門
奥腕凪酬明かれる"ら.刊のシ

".......11 金調・.正面に甑.復元される . 
復円 .

開 7嶋.輔1""11.:...れた州4・""0
ちa令ちんに灯がともると aちで.."シル
ョι，トOI.l"H夜空に停かぴ上がり傘す.

ひ《『

町田日叫凹コ十

ならまつり'90
.岡

日 8月 17醐~19醐
じろ 史跡朱雀大路跡

(=*大路南三丁目)

プレイベント凹おんどん.つり}払

148午後5聞からJR奈良厳朗
内容巴スヨ盛一@血暗.での三条aりで

衛レL輔咽咽酬として 惇町 5

・..つ"'.ら.つり， . 舎匁も・""<
さ九均イベントで、.も.<関・し..・
出つり叩鵬 テνフ同 一ピ
ス〈昏，，-u鈎〉で軍用してい..・

あとコr..を@わ.ら鋭、この.し含f
@~色，~@~ω~~~
"らまつり"'"曙(1l1l1tr大相行列 島易い"
い必ど，.

，醐1t1.:.i/[.-I'Il'同州たといH の島町
を現M代によみがえら世創醐.峰にひるめ..ゐ傘、

.. 臨，.どりも問幽に、併忽天外出..で‘.ど。

.思いo.り織しみ"】&う.

【タイムスケジュールE

n"-f件!J.-エン告ンヲ則、出国
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1っぱいの お后卒、いろいろ
:ユ:L‘川の

3日間
立て免帥皆山がず::り!のぽムぜる『色ん，.す

情忽が，ω-aLL現代のヲリバー
《、 J• r化』ヤー し化llQiIl'， IらUきん
h 俳句ど・向金鍾てし

-回開ろう時 JRfiQlI1叫坦りを審
回大l!.-<r.l"居まで市民の.ヲゴ〈惨の..んどん

がバレード.省.の夜に樗か，.々の..んどんが

目~. L Il曾で〈れ.す.

11園川怠5まつり・9日開砺
午後S崎 Uら.ヲ句"の岡弘 ，....-1''1'マ

.，グパシドが..ヮ1)1. - l' '"・9上."す.

"，広嶋の惨賞事宿勉幽院も一斉に.... 

，.，.-Q刊によプ:.-:.-.一、..・-闘の東L
い;l;.，.-~崎り印刷...

午.，崎到Ii，‘円に灯.入り 夜空に輝かびあが，

'-，長雀門倉パ，タ民日・太..銘1I.0SKレピ.-
"どの舞台..さ札ます.

18剛警5若干園間ろばん田
""'-1'に 7マ..，のー ~ ''':'-I'が様々，
e‘. '''~・ 7時持分かる" ・良市幽..ロヲタバ
ー."刊"ZJD' 'f ;t Jl'"ー州聞.rt，す.
19圃{園}軍最圃ちょいちょい8どり
フdプー7"".一、包u，こ@どnll'lど子，
"色の9・ιいステ " ・勿即日M す.
午後s崎、己の怠つり・^"呼び物 「大和行列
ちa叫 aいt<'" 1りJ~'Ã ， _川1酬前から会

h・，で、必どりもふん"'κe司，.位、^普遍，.
，....-1'. -tの，窓会場で ちaいちaい勉どりの
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一馴il11~liltq~'1i…でつ叫
約送迎パス金ご科周 《だきも、

。事符嶋岡 a周"四-19n午後2時刻修-，・e手に
冊分ごと

O".fI~町 @逗俵奈良駅前パスl1aoVI)1J'
②JRl賀民民定期蝿兎"・のりぱ
師蝕惜嗣剛U

⑧涯般商);~~剛U

oう回にご協力下さい
'月191] 0'1)午後5・・ー，. 大相行列宅"い
ちaい勉どりの eレ-，の1:10，)，;，曾温りの市役所

‘金調・gでの1II.o<.xll:..いたι重ず@で、う闘
にご働力〈犯さい.
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